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An Analysis of International Undergraduate Students’ Written Lecture 

































式で行っている。15 週（1 回 90 分授業）のうち 10 週を各分野の専門家 10 名が 1 回ずつ講義を行う。










生 27 名 6）によるコメントシートを調査対象とした。そして，講義形式の授業と実技・実演を含む授業
での違いを見るために，学内の教員による 3つの講義「富山の歴史と観光」，「八尾とおわら風の盆」，「日
本社会とマンガ・アニメ」と，学外講師による 3 つの講義「落語」，「華道」，「書道」を選び，これら


















































































講義テーマ   講義内容 教え方 他国の状況 自分の状況 感想
　富山の歴史と観光　　　　　【26】 92.3【 24】 19.2【  5】 3.8【  1】 46.2【 12】 92.3【 24】
　八尾とおわら風の盆　　　　【27】 92.6【 25】 14.8【  4】 18.5【  5】 14.8【  4】 85.2【 23】
　日本社会とマンガ・アニメ　【27】 96.3【 26】 0.0【  0】 29.6【  8】 37.0【 10】 77.8【 21】
　落　語　　　　　　　　　　【25】 92.0【 23】 0.0【  0】 8.0【  2】 40.0【 10】 96.0【 24】
　華　道　　　　　　　　　　【25】 92.0【 23】 8.0【  2】 12.0【  3】 60.0【 15】 96.0【 24】
　書　道　　　　　　　　　　【27】 48.1【 13】 7.4【  2】 3.7【  1】 66.7【 18】 88.9【 24】
　全 6講義　　　　　　　　　【157】 85.4【134】 8.3【 13】 12.7【 20】 43.9【 69】 89.2【140】
【  】はコメントシートの件数を示す。
－ 5－
　次に，1 件のコメントシート内に何項目記載されているかを整理したのが表 3 である。6 講義合わせ
た結果（表 3 の「全 6 講義」）を見ると，4 項目 5.1％，3 項目 41.4％，2 項目 41.4％となっており，全
体の 9割近くのコメントシートで 2項目以上記載されていることがわかる。1項目のみ記載のコメント





歴史」1 件，「八尾とおわら風の盆」3 件，「日本社会とマンガ・アニメ」4 件），〈自分の状況〉のみが















講義テーマ   4 項目 3項目 2項目 1項目
富山の歴史と観光　　　　　【26】 3.8【  1】 50.0【 13】 42.3【 11】 3.8【  1】
八尾とおわら風の盆　　　　【27】 3.7【  1】 33.3【  9】 48.1【 13】 14.8【  4】
日本社会とマンガ・アニメ　【27】 11.1【  3】 37.0【 10】 33.3【  9】 18.5【  5】
落　語　　　　　　　　　　【25】 4.0【  1】 36.0【  9】 52.0【 13】 8.0【  2】
華　道　　　　　　　　　　【25】 8.0【  2】 52.0【 13】 40.0【 10】 0.0【  0】
書　道　　　　　　　　　　【27】 0.0【  0】 40.7【 11】 33.3【  9】 25.9【  7】





ら風の盆」，n は「日本社会とマンガ・アニメ」，r は「落語」，k は「華道」，s は「書道」である。た
とえば，（t7）は 7番の留学生が「富山の歴史と観光」の講義を受けて書いたコメントシート内の文，（r7）





　〈講義内容〉は，講師が紹介した内容についての記述であるが，例 1 や例 12 のように詳しく書いた
ものもあれば，例 2 や例 3 のように講義テーマしか書いていないものもあった。そして，例 1 〜例 6 
のように「勉強した」，「情報を得た」，「勉強になった」，「分かるようになった」といった言葉を用い
て学んだことや理解したことを表したり，例 7 〜例 9 のように「教えてくれた」，「話があった」，「説
明してくれた」といった言葉を用いて講師の教示を表したものが多かった。他には，例 10 と例 11 の
ように「興味を持つようになった」，「関心が増えた」というように講義を通して関心を持ったことを
表したものもあった。例 12 〜例 15 は学んだことや教示を受けたことや関心を持ったことを表す言葉


























































母国の違いを書いたのは 1 例（例 32）だけだった。他には例 33 のように母国でも人気があることを
紹介したもの，例 34 のように母国の状況を紹介したものがあった。次に，世界の状況については，例
35 と例 36 のように日本の文化が世界的に知られていることを述べたものが大半で，日本と同様の特徴
















歴史と観光」では例 38 や例 39 のように富山や日本に来てどのぐらい経つかについての記述，例 40 の
ように講義で紹介された立山に登った経験や，例 41 のように鱒の鮨を食べた経験があること，例 38
と例 42 のように富山のことを今まで知らなかったこと，これらについての記述が複数見られた。「八
尾とおわら風の盆」では例 43，例 44 のようにおわらについて初めて知った，見たことがないといった
記述が主だった。「日本社会とマンガ・アニメ」では例 45 のように子どもの頃から日本のアニメを見
てきたことや，マンガ・アニメに興味を持っていること，逆に例 47 のようにマンガ・アニメにあまり
興味がなかったこと，例 46 と例 47 のようにマンガ・アニメの歴史に関する知識がなかったことを述
べたものが複数あった。「落語」と「華道」では例 48 と例 49 のように初めて落語を聞いた，生け花を


























る記述が大半で，例 53 〜例 56 のようにどのような作品を作ったかを述べたもの，例 53 と例 57 のよ
うに努力したことについて述べたものが多かった。また，落語については，落語を聞いて噺の場面を

















マ別に見ると「富山の歴史と観光」では例 60 と例 61 のように富山や立山の美しさ，「八尾とおわら風
の盆」では例 62 と例 63 のように伝統の作り替えや創造の必要性，「日本社会とマンガ・アニメ」では
例 64 と例 65 のようにアニメやキャラクタービジネスへの称賛を記したものが複数見られた。「落語」


















































　「富山の歴史と観光」では講義の中で立山連峰の美しい風景が紹介されることから，例 86 〜例 88 の
ように，立山に行きたいという希望が書かれたものが非常に多かった。他には，「富山の歴史と観光」
では例 87 と例 88 のように富山名物のホタルイカや白海老が食べたいという希望，「八尾とおわら風の
盆」では例 89 と例 90 のようにおわらをぜひ見たいという希望が書かれたものが多かった。｢落語｣ と
「書道」については例 91 〜例 94 のようにもう一度聞きたい，体験したい，字の練習をしたいといった









































実際に落語を聞いたらおもしろかった，わかりやすかったという例 105 と例 106，「華道」では講師が
生けているのを見ているときは簡単に思えたが，実際に自分達で花を生けてみたら難しかったことを

























































6) 留学生 27 名の在籍身分別の内訳は交流協定校からの短期留学生 15 名，学部 1 年生 10 名，日本語・日本






尾 S. キャスリーン（2005）『広げる知の世界―大学での学びのレッスン―』，ひつじ書房 
⑵ 佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦（2012）『アカデミック・スキルズ―大学生のための知的技法入門





















































Encounters with Japanese language by Japanese students as their own culture：
An attempt of global mind formation for the students aiming 

























導が必要な日本国籍の児童生徒は 9,612 人とあり，外国籍・日本国籍の両者を合わせると 43,947 人と





























　2018 年 12 月 26 日㈬ [1 限〜 4限 ]，  2019 年 1 月 9 日㈬ [3 限・4限 ]，
　1月 16 日㈬ [3 限・4限 ]， 1 月 23 日㈬ [3 限・4限 ]   （計 10 コマ）
実施場所：共通教育棟Ａ 33 教室
受　講　者：27 人 ( 内訳 ：４年生 13 人，３年生 4人，２年生 10 人 ）
　〈2019 年度〉
授業日程：
　2019 年 7 月 17 日㈬ [3 限・4限 ]，7月 24 日㈬ [3 限・4限 ]，7月 31 日㈬ [3 限・4限 ]，
　 8 月 7 日㈬ [3 限・4限 ]，8月 9日㈮ [3 限〜 5限］   （計 11 コマ）
実施場所：国際機構棟 2階 講義室３
受　講　者： 13 人 ( 内訳 ：４年生 1人，３年生 3人，２年生 9人 ）
3.2　講義内容
　講義内容 8）は，（外国語としての）日本語，日本語教育についての導入に始まり，日本語教育で一般





　2018 年度は 1 つの試みとして，外国人の子どもに「日本語」を教えることを想像して指導項目を 1
つ立てて，「教案」を作成する取り組みも行なった。これは，あくまでも教職を目指す受講生たちが近
い将来において小中学校で教壇に立つであろうことを想定しての強い意識付けとしての活動である。



























































































































































































































































































































































ことが前提で，次のうち 1つを満たせばその国の代表になる資格が得られる。(1) 出生地がその国，(2) 両親，




3）SDG グローバル指標 (SDG Indicators)「ターゲット 8.8」：　移住労働者，特に女性の移住労働者や不安定
な雇用状態にある労働者など，全ての労働者の権利を保護し，安全・安心な労働環境を促進する。 
　 Protect labour rights and promote safe and secure working environments for all workers, including 
migrant workers, in particular women migrants, and those in precarious employment
4）今後ますます深刻化する労働力不足に対応するため，政府は 4 月から入管法を改正し新たに「特定技能」







　  https://www.cao.go.jp/cool_japan/about/pdf/190903_summary.pdf　（2019 年 10 月 4 日閲覧）
6）Webun 北日本新聞社 2019 年 7 月 28 日報：https://webun.jp/item/7584873　（2019 年 10 月 4 日閲覧）
7）コーディネータは橋爪和夫教授 (人間発達科学部 )。授業担当者は，コーディネータを含む 3人 (コーディ














⑴　Simon Peter BAHAU, Kenji SOEJIMA (2018) “Empowerment for Nurturing of Global Thinking in 
Japanese University Students: A Practical and Provocative Approach in Utilizing Courses for Study 
Abroad Preparation and International Understanding and Exchange Activities”, Journal of the 




















































































A Report of the Workshop to Cultivate “Global Japanese” for 


















































堀越 2015 など）。対話とは何かについて，学校教育における対話教育の第一人者の多田 (2016) は，対























上級クラスは各期（15 週）9科目をすべて選択科目として提供している。2018 年度後期と 2019 年度前
期は，いずれも水曜日 4限（14:45 〜 16:15）に開講し，中河が授業を担当した。
2.1　受講者
　受講者の多くは日本語能力試験Ｎ 1，Ｎ 2レベルの日本語能力を有するが，Ｎ 3レベルの留学生も受
講している。2018 年度後期は 9人（国・地域別：中国 5人，ロシア 2人，台湾，ベルギー各 1人，学部別：
人間発達科学部 3 人，人文学部 2 人，経済学部，芸術文化学部，人間発達科学研究科，経済学研究科
各 1 人，在籍身分別：特別聴講学生，研究生各 3 人，日本語・日本文化研修留学生，修士課程 1 年生，
特別研究学生各 1人），2019 年度前期は 15 人（国・地域別：中国 7人，台湾 2人，インドネシア，タイ，
チリ，フィリピン，ベルギー，ロシア各 1人，学部別：人文学部 4人，人間発達科学部 3人，経済学部，
人文科学研究科，経済学研究科，理工学教育部各 2 人，在籍身分別：特別聴講学生 4 人，日本語・日




















　授業スケジュールを表 1に示す。第 1週にオリエンテーションを行った後，第 2週〜第 15 週までは，




2018 年度後期 2019 年度前期
第 1 週 オリエンテーション，対話力について オリエンテーション，対話力について
第 2 週 本授業で扱う文化について 本授業で扱う文化について
第 3 週 日本の企業文化－新人社員研修事例－⑴ 日本文化って？
第 4 週 日本の企業文化－新人社員研修事例－⑵※ 今，興味あること ※
第 5 週 ステレオタイプ⑴ 憲法と日本人⑴
第 6 週 ステレオタイプ⑵ 憲法と日本人⑵
第 7 週 今，興味あること ※ 憲法と日本人⑶
第 8 週 日本の若者－草食男子－⑴ ステレオタイプって？ ※
第 9 週 日本の若者－草食男子－⑵ 若者意識⑴
第 10 週 ジェンダー ※ 若者意識⑵
第 11 週 現代日本の流れ⑴ 若者意識⑶
第 12 週 現代日本の流れ⑵ 留学生と日本人は，なぜ親しくなりにくいのだろう※
第 13 週 公害 現代日本の流れ⑴
第 14 週 期末試験 現代日本の流れ⑵





うための日本語コミュニケーション―」は 2018 年度後期に初めて開催し，2019 年度前期も継続して
行った。活動内容は，留学生対象の授業「日本文化Ｃ」に参加して留学生と日本語で対話活動をした後，
授業担当教員である中河とその日の活動を振り返るというものである。ふり返りの時間は授業終了後











う 2018 年度後期の参加学生からの助言を得て，2019 年度前期には「さまざまなテーマ：仕事観，教育，
サブカルなど」と具体例を加えた。
　ワークショップに参加した日本人学生は，2018 年度後期は 2人（学部別：人文学部 2人，学年別：2
年生 1人，3年生 1人），2019 年度前期は 10 人（学部別：経済学部，理工学教育部各 3人，人文学部 2人，















2018 年度後期 2019 年度前期
実施日 対話のテーマ 実施日 対話のテーマ
10月24日 オリエンテーション 5月 8日 オリエンテーション
10月31日 日本企業の新入社員研修の事例について 5月15日 今，興味あること
11月28日 今，興味あること 6月12日 ステレオタイプって？





















































































1. 対話を楽しんだか 4.6 3.7
2. 対話を維持できたか 3.0 3.2







日本人学生より 1 点ほど低い。5.4 節で述べるように，留学生のワークショップへの感想・コメントは
肯定的なものがほとんど 8）であることから考えると，留学生にとって日本語での対話は言語的ハンディ
が大きいので，母語話者の日本人学生ほど楽しむ余裕がなかったという解釈が成り立つだろう。













































































































⑴　Freire, Paulo (1979)：被抑圧者の教育学，亜紀書房（小沢有作・楠原彰・柿沼秀雄・伊藤周 訳）














2019 年 8 月 27 日
⑾　一般社団法人 日本経済団体連合会 (2018)： 2018 年度 新卒採用に関するアンケート調査結果，
　　https://www.keidanren.or.jp/policy/2018/110.pdf　2019 年 8 月 27 日
⑿　文部科学省：OECDにおける「キー・コンピテンシー」について，



















































































































































































































































総合日本語 4クラス 44 名
口頭表現（技能） 5クラス 57 名
中級 総合日本語 1クラス 17 名
　初級日本語学習者 103 名，中級日本語学習者 17 名，計 120 名を実践対象とした。
2.3　実践方法































握できる。自動生成した音声は，図 3の右上の「話者」のところで女性 2名（F１と F2），男性 2名（M1



































　実践対象は筆者が担当した中国語講座の受講者で，中国語初級クラス 2 クラス，計 21 名，中級クラ
－ 49 －














































そして，2018 年 4 月の改革によって，現在の「国際機構」となり現在に至っている。














リピン，マレーシア，韓国 , 台湾 , 中国，南アフリカ共和国等であった。
　相談者の内訳は以下の通りである。
　　　相談者数：126 人　


















































2018 年度は，6月 2日 (土 )-3 日 ( 日 ) に射水市のご家庭でホームステイが実施できた。
2018 年 5 月 18 日（金）( 富山市民俗民芸村にて )







　　　2018 年 4 月 25 日 (水)15：30 〜 17：30　Welcome Party 参加人数：45 人
　　　2018 年 6 月 27 日 (水)15：30 〜 17：30　Farewell Party 参加人数：25 人
　　　2018 年 10 月 24 日 (水)15：30 〜 18：00　Welcome Party 参加人数：40 人







国際交流行事 期日 主催団体 内容
国際交流フェスティバル 11 月 11 日（日） 富山市民国際交流協会 参加

















　　　日時：2018 年 4 月 3 日（火）9：30 〜（部局ごとに終了）
－ 54 －
　　　場所：（五福キャンパス）共通教育棟Ｄ 11 教室
 　　　（杉谷キャンパス）看護学科研究棟 11 教室






　　　学部生：　27 人（うち 11 人は非正規生）













　　　日時：2018 年 10 月 17 日（水）16：30 〜（部局ごとに終了）
　　　場所：（五福キャンパス）共通教育棟Ｄ 11
 　　　（杉谷キャンパス）看護学科研究棟 11 教室
　＜対象者＞




　　　学部生：　41 人（うち 40 人は非正規生）































　 27 人 （全員が人間発達科学部の学生であった。） 
　学年内訳：4年生 (13 人 )，3 年生 (4 人 )，2 年生 (10 人 )
８ その他
(1）国際交流の学生団体への助言





　また，冒頭に述べたが，1999 年 4 月に設置された富山大学の留学生センターは，大学の組織改革に
















れら 4 つを提供している。2018 年度は，前期，後期ともに日本語研修コースと日本語課外補講と総合
日本語コースを開講した。日韓共同理工系学部留学生プログラムについては，2018 年度は学生の配置
がなかったため，開講しなかった。




















各期 15 週間 75 日のコースを提供している。1999 年 10 月に富山大学国際機構の前身である留学生セン
ターが開設され，第１期日本語研修コースが開講した。2013 年 10 月に留学生センターが改組，国際交
流センターが設置された。2016 年度から 2017 年度は大使館推薦国費研究留学生および教員研修留学
生の配置がなかったため，日本語研修生は在籍しなかった。2018 年には国際交流センターが改組，国
際機構が設置され 2018 年 9 月に第 34 期生を送り出した。2018 年度後期は教員研修留学生が配置され，
日本語研修コースが開講されたが，コース開始直後，一身上の都合により辞退，帰国することとなった。




期 名　　　　　前 国　　籍 指　導　教　員






　第 34 期は，2018 年４月 10 日（火）に授業開始，同年９月 28 日（金）に修了式を行った。授業は
15 週間 75 日の集中授業である。各期の主なスケジュールは以下のとおりである。
＜第 34 期＞
　2018 年 4 月 4 日（水） コースオリエンテーション，ひらがな練習
 4 月 10 日（火） 授業開始
 4 月 20 日（金） スタディー・エクスカーション（となみチューリップフェア）
 5 月 18 日（金） スタディー・エクスカーション（富山市民俗民芸村）
 6 月 2 日（土）〜  6 月 3 日（日）ホームステイ
 7 月 30 日（月） 授業終了

































































　これまでアンケート調査の結果は公開してきたが，第 34 期生は 1人のため，公開は差し控えたい。
８　おわりに












級，上級の 3つのレベル別クラスを開講している。2018 度は，前期（2018 年 4 月〜 9月）と後期（2018






　前期は，初級クラスが 19 人（うち 4 人は中級クラスも同時に受講），中級クラスが 37 人（うち 4 人
は初級クラス，4人は上級クラスも同時に受講），上級クラスが 30 人（うち 4人は中級クラスも同時に
受講），計 78 人が日本語課外補講（ライデン大学短期日本語研修プログラム，総合日本語コースを含む）
を受講した。78 人の在籍身分別の内訳は，大学院生 22 人，特別聴講学生 33 人，研究生 8 人，特別研
究学生 6 人，科目等履修生（県費留学生，日本語・日本文化研修留学生）7 人 , 特別研究員 1 人，外国
人研究員 1人である。国・地域別の内訳は，中国 30 人，オランダ 13 人，台湾 7人，韓国 6人，タイ 4人，
ベトナム，ロシア各 3 人，フィリピン，インド，インドネシア，各 2 人，バングラデシュ，イタリア，
モンゴル，ブラジル，ウクライナ，ドイツ各 1人である。また，所属別の内訳は，理工学教育部 22 人，
人文学部 15 人，人間発達科学部 14 人，経済学部 11 人，経済学研究科 8 人，医学薬学教育部 2 人，工
学部，理学部，薬学部，医学部，人間発達科学研究科，人文科学研究科，各 1人である。
　後期は，初級クラスが 28 人，中級クラスが 19 人（うち 4 人は上級クラスも同時に受講），上級クラ
スが 38 人（うち 4人は中級クラスも同時に受講），計 81 人が日本語課外補講（総合日本語コースを含む）
を受講した。81 人の在籍身分別の内訳は，研究生 28 人，大学院生 19 人，特別聴講学生 14 人，特別研
究学生 10 人，科目等履修生（県費留学生，日本語・日本文化研修留学生）6 人，研究員 2 人，研究留
学生 2 人である。国・地域別の内訳は，中国 44 人，台湾 6 人，インド，ベトナム，タイ各 4 人，バン
グラデシュ，韓国，ロシア各 3 人，モンゴル 2 人，イタリア，ポーランド，フィリピン，マレーシア，
チリ，ベルギー，ブラジル，インドネシア各 1人である。また，所属別の内訳は，理工学教育部 15 人，
人文学部 14 人，経済学部 13 人，経済学研究科 11 人，工学部 10 人，人間発達科学部 6 人，人文科学

















　前期は 2018 年 4 月 11 日（水）〜 7月 30 日（月）を授業期間とした。曜日調整のため， 5 月 2 日（水）
は月曜日の授業を行った。後期は 2018 年 10 月 9 日（火）〜 2018 年 2 月 8 日（金）を授業期間とした。
曜日調整のため，11 月 21 日（水）は月曜日の授業，11 月 22 日（木）は金曜日の授業を，1月 15 日（火）
は月曜日の授業を行った。また， 12 月 25 日（火）〜 1 月 4 日（金）は冬季休業，1 月 18 日（金）は
大学入試センター試験準備日のため，休講とした。 












　前期，後期ともに週 35 コマ授業を行った。前期の時間割を表 1，後期の時間割を表 2に示す。
表 1　2018 年度前期 日本語課外補講（五福）時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
1 文法A1 ( 横堀 ) 文法 B1 ( 小木曽 )
2 文法 A1 ( 横堀 ) 文法 B1 ( 小木曽 ) 表現技術C1 ( 濱田 ）
3 漢字 A1（小木曽） 漢字C1 ( 濱田 )
4 漢字 B1 ( 濱田 )
火
1 文法A1 ( 中野 ) 文法・表現B1a ( 要門 )
2 生活日本語A1a（バハウ） 文法A1 ( 中野 ) 文法・表現B1a ( 要門 ) 作文 C1 ( 松岡 )
3 聴解・会話A1 ( 藤田 ) 聴解・会話B1b ( 田中 ) 会話 C1 ( 松岡 )
4 プレゼンテーションB1（ 濱田 ） 読解 C1a ( 藤田 )
－ 62 －
水
1 文法A1 ( 要門 ) 文法・表現B1b ( 田上 )
2 文法 A1 ( 要門 ) 文法・表現B1b ( 田上 )
3 日本文化 C1 ( 松岡 )
4 聴解 C1 ( 要門 )
木
1 文法A1 ( 田中 ) 文法・読解B1a ( 副島 )
2 生活日本語A1b（小木曽） 文法A1 ( 田中 ) 文法・読解B1a ( 副島 ) 文法 C1 （ 濱田 ）
3
4 読解 C1b ( 田中 )
金
1 文法A1 ( 横堀 ) 文法・読解B1b ( 松岡 )
2 文法 A1 ( 横堀 ) 文法・読解B1b ( 松岡 )
3 作文 B1 ( 田中 )
  ＊ 1 限 8：45 〜 10：15，2 限 10：30 〜 12：00，3 限 13：00 〜 14：30，4 限 14：45 〜 16：15
表 2　2018 年度後期 日本語課外補講（五福）時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
1 文法A2 ( 田上 ) 文法 B2 （ 副島 ）
2 文法 A2 ( 田上 ) 文法 B2 （ 副島 ） 表現技術C2（ 濱田 ）
3 漢字 B2 ( 濱田 ) 作文 C2 ( 田上 )
4 漢字 C2 （ 濱田 ）
火
1 文法A2 ( 田中 ) 文法・表現B2a ( 高畠 )
2 生活日本語A2a（バハウ） 文法A2 ( 田中 ) 文法・表現B2a ( 高畠 )
3 聴解・会話 A2 ( 藤田 ) 聴解・会話B2 ( 副島 ) 会話 C2 ( 高畠 )
4 読解 C2a ( 藤田 )
水
1 文法A2 ( 要門 ) 文法・表現B2b ( 中河 )
2 文法 A2 ( 要門 ) 文法・表現B2b ( 中河 )
3 聴解 C2 ( 要門 )
4 日本文化 C2 ( 中河 )
木
1 文法A2 ( 中野 ) 文法・読解B2a ( 副島 )
2 生活日本語A1b（小木曽・バハウ） 文法A2 ( 中野 ) 文法・読解B2a ( 副島 ) 文法 C2 ( 濱田 )
3 漢字 A2（ 小木曽 ） 作文 B2 （ 濱田 ）
4 読解 C2b ( 田中 )
金
1 文法A2 ( 田中 ) 文法・読解B2b ( 中野 )
2 文法 A2 ( 田中 ) 文法・読解B2b ( 中野 )
　　＊ 1 限 8：45 〜 10：15，2 限 10：30 〜 12：00，3 限 13：00 〜 14：30，4 限 14：45 〜 16：15
5.2　初級クラスの授業内容
　初級クラスでは，前期，後期ともに，午前は月曜日から金曜日まで毎日 2 コマ連続で「文法」の授




　「文法」の授業週（10 コマ）では，『みんなの日本語 初級』Ｉ，II 第 2 版（スリーエーネットワー




第 1週 1課〜 3課 第 9週 28 課〜 30 課
第 2週 4課〜 6課 1課〜 6課試験 第 10 週 31 課〜 33 課 26 課〜 32 課試験
第 3週 7課〜 12 課 第 11 週 34 課〜 37 課
第 4週 13 課〜 14 課 7 課〜 12 課試験 第 12 週 37 課〜 39 課 33 課〜 38 課試験
第 5週 15 課〜 18 課 第 13 週 40 課〜 43 課
第 6週 19 課〜 21 課 13 課〜 18 課試験 第 14 週 44 課〜 45 課 39 課〜 45 課試験
第 7週 22 課〜 25 課 第 15 週 47 課〜 50 課
第 8週 26 課〜 27 課 19 課〜 25 課試験




　「漢字」の授業では，『（新版）Basic Kanji Book Vol.1』（凡人社）をメインテキストとし，漢字を勉
強するために必要な知識を身につけると同時に，漢字の読み書きが正確にできるようになることを目
指した。また，自分に適した漢字学習ストラテジーを身につけるためのディスカッション等も行った。









「文法」の授業を週 2 コマ，「聴解・会話」と「漢字」「プレゼンテーション」の授業を各科目週 1 コマ






インテキストとして，『日本語中級 J301』は 1 日（2 コマ）の授業で 1 課進むペース，『日本語中級



















「表現技術」，「日本文化」の授業をそれぞれ週 1 コマ行った。上級クラスの授業は，2 期連続して受講
する学生のために，以前から前期と後期で扱うテーマや教材等を変えて対応しているが，授業目的や
進め方等の授業概要は同じであるため，以下，まとめて報告する。
　「読解」の授業は，前期は「読解 C1a」と「読解 C1b」の授業名で，後期は「読解 C2a」と「読解
C2b」の授業名で 2科目を設けた。「読解C1a」は『絶対合格！日本語能力試験徹底トレーニングN1読解』










































回答する形とした。表 4 に前期，表 5 に後期の結果をまとめた。なお，自由記述については，基本的
に学生が記述した通りに掲載している。




オリエンテーション出席者(20人) ・ オリエンテーションの掲示を見た (2 人 )
・ 専門の先生にきいた (5 人 )
・ 国際機構の先生にきいた (4 人 )
・ 事務の人にきいた (2 人 )
・ 友だちにきいた (4 人 )
・ その他（2人）：県庁の人 2人








2．どのクラスに出席したか 初級： 8 人　　初級と中級： 1 人
中級： 9 人　　上級： 2 人
3．授業科目数の希望 今のままでいい（18 人） ：初級 7人，初級と中級 1人，中級 8人，上級 2人
今のままでいいと多くしてほしい（1人） ：初級 1人…（無記入 1 人） 
多くしてほしい（0人）
少なくしてほしい（1人） ：中級 1人…（無記入 1 人）
4．授業科目の希望 今のままでいい（20 人） ：初級 8人，初級と中級 1人，中級 9人，上級 2人
新しい科目を作ってほしい（0人）
5．来期の授業時間帯の希望 いつでもいい（9人） ：初級 3人，初級と中級 1人，中級 4人，上級 1人
専門の時間割がわからないので答えられない（3人） ：初級 1人，中級 1人，上級 1人










オリエンテーション出席者(20人) ・ オリエンテーションの掲示を見た (1 人 )
・ 専門の先生にきいた (6 人 )
・ 国際機構の先生にきいた（6人）
・ 事務の人にきいた (8 人 )

















上級： 5 人 
3．授業科目数の希望 今のままでいい（26 人）：初級 14 人，中級 9人，上級 3人
多くしてほしい（1人）: 初級 1人
     If the numbers of classes is more these is more chance for the practice.
少なくしてほしい（1人） : 中級 1人
4．授業科目の希望 今のままでいい (28 人 ) ：初級 15 人，中級 10 人，上級 3人
5．来期の授業時間帯
の希望
いつでもいい（7人） ：初級 4人 , 中級 3人
専門の時間割がわからないので答えられない（14 人） ：初級 6人，中級 6人，上級 2人
午前 1・2限（4人）：初級 4人




　・ All the teacher are very helpful.（初級）
　・ Please next semester it all same teacher. I love them.（初級）




































　2018 年度は，参加学生 14 人が 4 月 8 日に富山に到着し，7 月 3 日にオランダへ帰国するというスケ
ジュールで行った。日本語研修コース，日本語課外補講，総合日本語コースなど，国際機構における
日本語コースは， 1 学期 15 週間にわたり開講されているが，ライデン大学の学生は 3 ヶ月の短期滞在
















6 月 29 日（金）修了式
7月 3日（火）オランダへ帰国
5　授業内容
　授業は，月曜日から金曜日まで 1 日 2 コマから 4 コマで，中級クラスの科目を受講する形とした。
必修科目として受講するものは，日本語課外補講，総合日本語コースとの合同クラスから「文法・表
現 B1ab」，「文法・読解 B1ab」，「聴解・会話 B1」，「漢字 B1」，「プレゼンテーション B1」，「作文 B1」






















































　各科目の授業内容は，「文法・表現 B1ab」，「文法・読解 B1ab」，「聴解・会話 B1」，「漢字 B1」，「プ







　「特別指導 B1」は，専任教員 5 人（田中信之，副島健治，バハウ・サイモン・ピーター，濱田美和，




B1ab」，「文法・読解 B1ab」，「聴解・会話 B1」，「漢字 B1」，「プレゼンテーション B1」，「作文 B1」）
の点数をまとめ，総合成績を出す形とした。






















本語研修プログラムに参加した 14 人のうち 13 人から得られた回答をまとめたものである。なお，自
由記述については，基本的に学生が記述した通りに掲載しているが，間違いに応じて適宜修正を加え
ている場合もある。











・ As a language course, it served its purpose very well. Lots of grammar, new 
vocabulary and kanji. 
・ 授業に出てきた文法は少し簡単すぎたと思う。
・ It was a very fun experience, and I learned a lot. Also, the support was great.
・ はじめは少し簡単すぎたと思いますが，後半はとてもよかったです。
・ It was okay. There were a lot of things we already knew but also some things 










・ Especially when it comes down to talking, I feel I've grown a lot in 
comparison to three months ago.
・ 毎日，日本語で話したから，特に会話の能力が上達したと思う。
・ 日本語を話すことができるようになりました。
・ It's hard to assess your own skill level, especially when you're at intermediate 
level where you are aware of the mistakes you're making but don't yet 
have the knowledge and fluency to correct yourself. However, outside of 
the expected technical improvement I have also noticed improvements like 
confidence and willingness to experiment.
・ I still have a long way　to　go,　and　it　usually　takes　me　a　long　
time　and　a　lot　of　experience　before　I　can　comfortablly say 
I'm fluent or really good at a language, but I think coming to Toyama has 
improved my Japanese a lot.













* 回答を 2 つ選んだ 1 名の学生は
「聞くこと」と「話すこと」を選択
していた
・ Spending everyday listening to people speaking Japanese has improved my 
listening skills a lot.
・ Because you have to speak a lot of Japanese in Japan, every conversation 
here becomes an opportunity to train your speaking skills.
・ Before coming to Japan, speaking Japanese was kind of scary, but now, since 
you have to do it so often, it feels a lot more natural and not scary anymore. 
Since speaking is such a huge part of language, I'm very glad.
・ I used to pretty afraid to talk, because I didn't want to make a mistake. But 















・ 90-minute classes are really hard to get used to. Since the classes aren't 
passive classes, instead having to participate actively, I lose focus after about 





・ We're not used to three hours of classes with only 15 minutes of break in 
between. So perhaps it's not so much that the classes need to be less, but 
perhaps separate them, so we have more of a break in between. Then one 




Google ChromeやMozilla Firefoxより遅くて，使いにくいですから。Google 
ChromeやMozilla Firefoxのほうが特別な“Browser extensions”をダウン
ロードすることができるから，すごく便利です。I also didn't understand why 
we had to hand in printed documents of our text along with the PowerPoint 
slides. It was also very unclear as to what we would be graded on exactly. 
Pronunciation? Structure? Our PowerPoint slides? Fluency? Or maybe the 
contents of our presentation? Another class that could perhaps be scrapped 
or at least be reduced in size was 「聴解・会話」, we didn't really practice 
speaking that much during that class, especially compared to a lot of our 




・ 「文法・表現」 in my opinion. We spend too much time on one subject in the 








・ It was very enjoyable and made for a good opportunity to talk about anything 
you want/need to talk about.
・ I really liked the personal attention. Even though I at times dreaded the 
classes - because it was a lot of talking - they gave me a lot of practise and 
a space to just talk without worrying too much about mistakes, while at the 
same time being corrected if I did make mistakes.
・ 最初は「どうしてこんなことをしなければならないのか」と思いましたが，今
は「特別指導があってよかった」になりました。









・ It was nice to talk to my Tokubetsu-shido-sensei every week, and it was good 
practice, but since most of the problems I had were related to the apartment, 
which were things I had to discuss with Kurimoto-san and Ogiso-sensei, most 













・ I could always talk to Ogiso-sensei. She made me feel really welcomed and 
supported.
・ The problems had to do with the apartment, so they weren't things my 
tokubetsu-shido-sensei could necessarily help with, since those were things 
Kurimoto-san and Ogiso-sensei mostly deal with. I did tell tokubetsu-shido-








・All of the problems with the apartment etc. were fixed very quickly, and the 
help was great.
・I didn't use 機構 's support much, since I mostly spoke about problems during 
特別指導 . But when I wanted to get an extra matrass underneath my futon, 
Kurimoto-san was very helpful, and I think that if I ever I had asked any 









・Even though the actual classes on Thursday could be a little short on content 
sometimes, discussion and reflection on the katsudou made the Thursday 
classes quite enjoyable. In addition, all katsudou had something different to 
offer which made for a varied experience.
・I thought it was fun and interesting to do all these activities.
・The fieldtrips were interesting and fun most of the time, but they did take up 
a lot of time, which, in addition to the long classes (which I am still not used 

















・Perhaps something related to traditional Japanese music?






・More recreational trips like trips to the museum, tours, etc., which don't feel 













・Though I did complain a lot about the kendo-bu, I did find that training 
there improved my kendo technique and mindset greatly, taught me a lot of 
useful Japanese and it allowed me a glimpse of old-fashioned jouge-kankei. 
Furthermore, it allowed me to interact with Japanese people that aren't used 
to interacting with foreigners. Towards the end, the social aspect got a lot 
easier, so it is a little sad that I have to leave right when the other members 
are starting to feel comfortable around me.
・Making glass was super fun. It was really interesting to see the process 
of everyone's designs coming together, and the people were very nice and 









・I quite liked these trips (= trips to the museum, tours, etc.) , because as stated 
in the previous question, they didn't really have a "school" feel to it. They 









・I really enjoyed the glass making. the number one thing I liked the most was 




・You must understand that 1.5 hours feels like two full classes to us, and 
we generally get a short break in between those hours. This can make 
two consecutive jugyou of one subject (=4 of the same classes with half the 
breaks) rather tiring; combined with a rather full lecture schedule, tsuyu 
and the large amount of katsudou/bukatsu activities in my case/own plans, 
everyone just started to feel a little tired out towards the end. That's not to 
say I disliked my time here, not at all. It was just very intense. One small 
thing that rubbed me the wrong way was the signing of our apartment hiring 
contracts. Instead of allowing us time to read through the contract (perhaps 
with the help of the sensei and the employees there) we were told to sign 
immediately. I understand that nothing questionable would have been in 
those contracts, but I would still like to know what I'm signing. Regardless of 
all these complaints, I would like to finally state my deep gratitude towards 
everyone that made this experience possible. It was a once in a lifetime 
opportunity, and I wouldn't trade it for anything in the world. It has made me 
fall in love with Japan and Japanese all over again, and has strengthened my 








・Thank you for everything! I had a lot of fun here, and I'm so glad I came to 
Toyama these three months!!
・We received a lot of hand-outs from the teachers, which made it hard to keep 
track of what exactly was needed for what class. It would have been useful if 
the handouts would have just been stapled together and be given at the first 
lesson of the class, than to receive all those loose pieces of paper every week.
－ 73 －
   I would also like to say that it was very frustrating how we were often not 
informed long in advance of the plans for certain days. I had made all sorts of 
plans to do on the last Thursday, and then we were all of a sudden told that 
we would be busy with all sorts of formalities during that day. The things 
we would be graded on for tests (especially kaiwa, presentation and sakubun) 
were very unclear and we were never really told how exactly we would be 
graded for a lot of those. With sakubun we were told we would be graded 
heavily on the structure of our essays, but we would always only receive 
feedback on our grammar and vocabulary when the teacher would give us 
back our homework, so we never really knew whether we were on the right 
track regarding the structure of our essays. The length of the classes was 
also too long in my opinion. We are used to having classes for 45 minutes 
and then getting a 15 minute break after that, but here we have class for 90 
consecutive minutes, and at least for me, that’s way too much and I end up 


























総合日本語コース報告（2017 年 10 月～ 2018 年 8 月）
濱田　美和
1　はじめに
　総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために，2004 年 10 月に開設した日本語プログ
ラムである。富山大学の外国人留学生全体の中で，日本語・日本文化研修留学生の占める割合は低い
ため，本コースの授業科目はいずれも日本語課外補講上級及び中級クラスとの合同授業として開講し
ている。2005 年 9 月に初めて本コースの修了生を送り出し，2017 年 10 月に 14 期目の学生を迎えた。




　「2017 年度富山大学日本語・日本文化研修留学生プログラム」に参加した学生は 4 人で，秋期，春
期ともに総合日本語コースを受講した。学生の出身国・地域はインドネシア 2 人、ウクライナとベト
ナム各 1人で，所属は人文学部と人間発達科学部各 2人だった。
　総合日本語コースの授業科目として，2017 年度は秋期と春期，各期上級 9 科目と中級 8 科目を提供
した。総合日本語コースの授業科目は必修科目ではないが，本学の日本語・日本文化研修留学生プロ
グラムの修了要件の一つとして，学部や教養教育の授業科目及び総合日本語コースの授業科目の中か
ら各期 8 科目以上の履修が義務づけられている。2017 年度の日本語・日本文化研修留学生の総合日本
語コースの受講状況は 9 科目（秋期 5，春期 4）が 1 人，8 科目（秋期 4，春期 4）が 1 人，6 科目（秋
期 4，春期 2）が 1人，4科目（秋期 2，春期 2）が 1人だった。
2.2　協定校からの短期留学生
　総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために開設した日本語プログラムであるが， 
2006 年 10 月より，本学との学術交流協定に基づく短期留学生も総合日本語コースに参加可能となり，
中級レベル以上の日本語力を有する短期留学生は総合日本語コースを受講している。短期留学生につ
いては，留学期間が 1 年の学生が大半であるが，一部半年の学生がいること，また，留学期間が 1 年
の学生についても秋期，春期のいずれかの期のみを受講する学生もいることから，期ごとに受講状況
を述べる。
　受講者数については，秋期は 21 人で，出身国・地域別の内訳は中国が 9 人，韓国と台湾が各 5 人，
ベトナムが 2 人，所属別の内訳は人文学部が 12 人，経済学部が 6 人，人文科学研究科が 2 人，人間発
達科学部が 1人だった。春期は 20 人で，出身国・地域別の内訳は中国が 7人，台湾が 6人，韓国が 4人，
ベトナムが 2人，ロシアが 1人，所属別の内訳は人文学部が 9人，経済学部が 5人，経済学研究科が 4人，
人間発達科学部と人文科学研究科が各 1人だった。
　履修科目数については，秋期は 4 科目が 7 人，3 科目が 5 人，2 科目が 8 人，1 科目が 1 人，春期は
7科目が 2人，5科目が 5人，4科目が 8人，3科目が 1人，2科目が 4人だった。
3　担当者






　秋期は，2017 年 10 月 10 日（火）〜 2018 年 2 月 8 日（木）を授業期間，2月 9日（金）〜 2月 19 日（月）
を補講期間とした。12 月 25 日（月）〜 1月 4日（木）は冬季休業，1月 12 日（金）は大学入試センター
試験準備日のため，休講とした。また，曜日調整のため， 1 月 11 日（木）と 1 月 9 日（火）は月曜日
の授業を行った。春期は，2018 年 4 月 11 日（水）〜 7 月 30 日（月）を授業期間，7 月 31 日（火）〜
8月 6日（月）を補講期間とした。曜日調整のため，5月 2日（水）は月曜日の授業を行った。
　学期ごとにコーディネーターの濱田がオリエンテーションを行った。実施日は，秋期は 2017 年 10













表 1　総合日本語コース授業概要（2017 年 10 月～ 2018 年 8 月）
授業科目名
(開講曜限 )[ 担当 ]
授業概要
秋期：読解C2a（火 4)[ 藤田 ]






秋期：読解C2b（木 4)[ 田中 ]





秋期：文法C2（木 2)[ 濱田 ]
春期：文法C1（木 2)[ 濱田 ]
大学での学習，研究に必要な上級の文法・表現を整理し，多くの練習問題を解
きながら習得する。日本語能力試験受験対策も行う。秋期は『日本語能力試験
レベルアップトレーニング 文法Ｎ 1』（アルク），春期は『新完全マスター文法 
日本語能力試験Ｎ 1』（スリーエーネットワーク）を主教材として使用する
秋期：作文C2（火 2)[ 松岡 ]





秋期：聴解C2（水 3)[ 要門 ]





秋期：会話C2（火 3)[ 松岡 ]




秋期：漢字C2（月 3)[ 濱田 ]
春期：漢字C1（月 3)[ 濱田 ]
日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正しく
読み，使う力を身につける。プレースメントテストの結果をもとに選んだテキ
スト（『INTERMEDIATE KANJI BOOK 漢字 1000PLUS』Vol.2（凡人社）等）
を用い，大学での学習，研究生活に必要な漢字を習得する。
秋期：表現技術C2（月 2)[ 濱田 ]




秋期：日本文化C2（水 4)[ 中河 ]





秋期：文法・表現B2a（火 1・2)   
     [ 高畠 ]，b（水 1・2)[ 中河 ]
春期：文法・表現B1a（火 1・2)   




秋期：文法・読解B2a（木 1・2)   
     [ 副島 ]，b（金 1・2)[ 松岡 ]
春期：文法・読解B1a（木 1・2)   
























秋期：漢字B2（月 4)[ 濱田 ]
春期：漢字B1（月 4)[ 濱田 ]
日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正しく
読み，使う力を身につける。プレースメントテストの結果をもとに選んだテキ







*1 限 8：45 〜 10：15，2 限 10：30 〜 12：00，3 限 13：00 〜 14：30，4 限 14：45 〜 16：15
*1 回 90 分（上級レベルの全科目，文法 B2，作文 B1，聴解・会話 B2ab・B1，漢字 B2・B1，プレゼンテーション B1）






でも説明している。この基準をもとに授業担当者が，秀（90 点以上），優（80 点〜 89 点），良（70 点





外に，総合日本語コース全体についてはインタビュー調査（実施日：2018年 2月 5日 (月)，2月 7日 (水)，





・ 十分だった。（18 人） 
































































































































































































　総合日本語コースは，第 12 期より上級クラスに加えて新たに中級クラスの提供を始め，今回第 14
期はその 3 年目である。総合日本語コースは上級クラスの受講者が多く，第 14 期についても秋期は上
級クラスが 23 人，中級クラスが 3 人（うち 1 人は上級クラスも受講），春期は上級クラスが 20 人，中












語Ａ a」，「生活日本語Ａ b」の５科目を開講した。前期は 20 人（日本語研修コース 1 人，日本語課外




　以下，表 1に 2018 年度前期，表 2に 2018 年度後期の集計結果をまとめた。1人の学生が複数の授業
科目に答えているため，括弧内の人数はいずれも延べ人数を表す。評点は 5 段階評価で，値が大きい
ほど良い評点であることを示す。「とてもよかった」を 5点，「よかった」を 4点，「ふつう」を 3点，「あ
まりよくなかった」を 2点，「ぜんぜんよくなかった」を 1 点として，その平均点を出したものである。
　なお，自由記述の日本語の表記や助詞等の間違いは修正して掲載した。
表１　2018 年度前期初級クラスの授業内容についてのアンケート結果（回答 21 人）
質問項目（回答者数） 評点 自由記述
1．授業内容
とてもよかった (17 人 )
よかった (2 人 )
ふつう (1 人 )




ちょうどよかった (14 人 )
よかった (5 人 )
ふつう (10 人 )




ちょうどよかった (14 人 )
よかった (5 人 )
ふつう (1 人 )




とてもよかった (17 人 )
よかった (2 人 )
ふつう (2 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
4.5
・ However, additional reading materials(texts) would be very useful to 
memorize new words and kanjis. （文法A1）
・ I personally don't like the textbook used.（生活日本語A1a）
・ Teaching materials was provided during class, no need for buying.（生
活日本語A1b）
5．教え方
とてもよかった (20 人 )
よかった (1 人 )
ふつう (0 人 )






80％〜 100％ (16 人 )
60％〜 80％ (3 人 )
40％〜 60％ (1 人 )
20％〜 40％ (0 人 )
0％〜 20％ (1 人 )
－
欠席した理由
・ 専門の授業やゼミがあったから (12 人 )
・ アルバイトがあったから (0 人 )
・ 病気のため (1 人 )
・ その授業に興味がなかったから (0 人 )
・ その他 (2 人 )…Out of city for experiments.
7．予習・復習をしたか
かなりした (12 人 )
すこしした (6 人 )






・ Although the progress of learning Japanese is a little difficult, but it is very interesting and enjoying it. （文法A1）




・ In my opinion, I think that music is the others way to improve the Japanese level.（漢字A1）
・ 二回このじゅぎょう うけたけど、勉強をたのしみました。いろいろなことをならって ありがとうございました。（漢
字A1）
・ Very interactive class. （生活日本語A1a）
・ Excellent interaction built up between teacher and student. （生活日本語A1b）
表２　2018 年度後期初級クラスの授業内容についてのアンケート結果（回答 18 人）
質問項目（回答者数） 評点 自由記述
1．授業内容
とてもよかった (10 人 )
よかった (3 人 )
ふつう (0 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
4.6
・ The courses was taught from the most beginning, so that I can easily 
understand the grammar. Making a great path for the more difficult 
part.（文法A2）
・ I think it might be good if we can talk about nowadays situation, news 
and interesting things by using the content from the class. It might be 
help to remember vocabulary and sentence easily. （文法A2）




・ The content might be relate to JLPT test.（漢字A2）
2．授業のレベル
ちょうどよかった (7 人 )
よかった (5 人 )
ふつう (1 人 )




・ Because I skipped some class which I'm so sorry about it. I still learn a 
lot from classes. Compared to the first time I got here. I felt I learn a 
lot.（文法A2）
・ But a little fast.（文法A2）
・ It would be little bit difficult for 50 lessons in this short time. If the 
period of the classes may long, it would be easy. （文法A2）
3．授業の進度
ちょうどよかった (6 人 )
よかった (5 人 )
ふつう (1 人 )
あまりよくなかった (1 人 )
ぜんぜんよくなかった (0 人 ) 4.6
・ゆっくりですから、よかったです。（文法A2）
・ 速さはちょうどいいです。充実しています。（文法A2）
・ ことばを たくさん おぼえなければなりません (per lesson)。たくさん 
ことばをわすれるとき、じかんが かかります。（文法A2）
・ Sometimes it goes too fast, and there is no time to ask questions about 
content that I've learned. It's not a big problem, every teacher tried to 
answer everyone but it's depend on the time.（文法A2）
・ For me, I think the progress of the class a little bit fast if could be 
slower than this will be very good. For example, 1 lesson could divide 
into 2 times. （文法A2）
－ 83 －
4．教科書・プリント
とてもよかった (11 人 )
よかった (2 人 )
ふつう (0 人 )





・ みんなの日本語 is a great textbook for people who learn Japanese for 
first time. It use a lot of daily vocabulary so that we can use it in our 
daily life easily.（文法A2）
・ It's was very good that we can learn from another materials and 
content except from the main book. （文法A2）
5．教え方
とてもよかった (8 人 )
よかった (5 人 )
ふつう (0 人 )






・ It would be better for the students to explain Grammar Notes more 
clear than in the textbook with daily life situations, it would be better 
for the remembering better to learn quickly. （文法A2）
6．どのぐらい出席したか
80％〜 100％ (10 人 )
60％〜 80％ (6 人 )
40％〜 60％ (2 人 )
20％〜 40％ (0 人 )
0％〜 20％ (0 人 )
－
欠席した理由
・ 専門の授業やゼミがあったから (7 人 )
・ アルバイトがあったから (1 人 )
・ 病気のため (3 人 )
・ その授業に興味がなかったから (0 人 )
・ その他 (3 人 )…Experiments. （文法A2）
　Spend a lot of time to do experiment and finished very late (12:00 am.) 
So could not wake up. （文法A2）
　In the winter holiday I go to my country at that time I absent for 4-5 
classes. （文法A2）
7．予習・復習をしたか
かなりした (8 人 )
すこしした (10 人 )





・ Vocabulary test is help a lot to remember the word and to review 
what I've learned before. （文法A2）
・ I don't have time to much to prepared but I try to prepared before 
have a class.（文法A2）
・ I don't know about how to prepare for this class. It takes much time to 
adjust with the lessons. It would be better to explain the way/ how to 
prepare / how to learn the Japanese language. （文法A2）
・ But sometimes I cannot fully prepared. （文法A2）









・ ① Thank you all of teacher. Even I don't have a time to join too much because of I had experiment even in the 
holiday. So I'm really sorry for absence the class. ② Although, I don't have a time too much but I always want to 
learn Japanese class. （文法A2）
・ Before the commencement of classes please explain the program pattern and students preparation plan and about 
the exams. （文法A2）
・ Grammar class: 1 lesson / 2days （文法A2）
・ If the conversation video is viewed again, it will help to understand more. （文法A2）
・ Our class teacher teaches us very well. I am happy to have Bahau Sensei's class. He tried to make understand with 


















　2018 年度日本語プログラム（中級）を受講した受講生は，前期においては，課外補講 32 人（うちラ
イデン大学からの短期研修留学生 14 人），総合日本語コース 14 人（全員が協定校からの交換留学生），
計 46 人であった。後期においては，課外補講 16 人，総合日本語コース 4 人（日本語・日本文化研修




　表１は 2018 年度前期，表２は 2018 年度後期に実施したアンケートの結果をまとめたものである。









とてもよかった (24 人 )
よかった (13 人 )
ふつう (0 人 )






ちょうどよかった (16 人 )
よかった (13 人 )
ふつう (6 人 )










ちょうどよかった (1６ 人 )
よかった (13 人 )
ふつう (6 人 )









とてもよかった (20 人 )
よかった (14 人 )
ふつう (2 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
無回答 (1 人 )
4.5
・ The textbook was difficult for me to learn. I could not get into a 




とてもよかった (24 人 )
よかった (12 人 )
ふつう (0 人 )
あまりよくなかった (0 人 )
ぜんぜんよくなかった(0人)
無回答 (1 人 )
4.7
6．どのぐらい出席したか
80％〜 100％ (28 人 )
60％〜 80％ (6 人 )
40％〜 60％ (3 人 )
20％〜 40％ (0 人 )







・その他（4 人）：実験があったから（2 人），研究があったから（1 人），
日本に 5月 25 日に来ました（1人）
7．予習・復習をしたか
かなりした (22 人 )
すこしした (14 人 )
























とてもよかった (29 人 )
よかった (9 人 )
ふつう (0 人 )










ちょうどよかった (26 人 )
よかった (11 人 )
ふつう (1 人 )





ちょうどよかった (21 人 )
よかった (16 人 )
ふつう (1 人 )








とてもよかった (24 人 )
よかった (13 人 )
ふつう (1 人 )
















とてもよかった (13 人 )
よかった (7 人 )
ふつう (0 人 )














80％〜 100％ (28 人 )
60％〜 80％ (7 人 )
40％〜 60％ (3 人 )
20％〜 40％ (1 人 )









かなりした (17 人 )
すこしした (21 人 )



























　上級クラスは，2018 年度前期と後期にそれぞれ「読解 Ca」，「読解 Cb」，「文法Ｃ」，「作文Ｃ」，「聴
解Ｃ」，「会話Ｃ」，「漢字Ｃ」，「表現技術Ｃ」，「日本文化Ｃ」の 9 科目を開講した。前期は 30 人（日本





　以下，表 1に 2018 年度前期，表 2に 2018 年度後期の集計結果をまとめた。1人の学生が複数の授業
科目に答えているため，括弧内の人数はいずれも延べ人数を表す。評点は 5 段階評価で，値が大きい
ほど良い評点であることを示す。「とてもよかった」を 5点，「よかった」を 4点，「ふつう」を 3点，「あ
まりよくなかった」を 2点，「ぜんぜんよくなかった」を 1 点として，その平均点を出したものである。
　なお，自由記述の日本語の表記や助詞等の間違いは修正して掲載した。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































日本文化研修留学生や短期留学生の多くは 10 月に来日して 1 年間留学するが，来日時に中級クラスを
受講した学生が 4 月から上級クラスの授業を受ける場合，特に文法や作文の授業で困難を感じるよう




日本語学習支援サイト RAICHO 報告（2018 年 4 月～ 2019 年 3 月）
濱田　美和
1　日本語学習支援サイト RAICHO の概要





自体は学内外を問わず利用可）。本稿では，RAICHO サイトの 2018 年度の整備状況について報告し，
今後の課題を述べる。
2　2018 年度 RAICHO サイト整備状況
　RAICHO サイトはセキュリティ上の











































































































































№ 行　　事　　名 期　　日 主　催　団　体　名
参加人数
（留学生）
１ 五箇山散策と和紙すき体験 ６月３日（日） 富山市民国際交流協会 ４
２ 書道体験 ７月８日（日） 富山市民国際交流協会 ５













６ 富山市総合防災訓練 ９月 29 日（土） 富山市民国際交流協会 ３





11 月 11 日（日） 富山市民国際交流協会 ３８



































○補 ○総 ○ラ 中級「文法・読解B」(木曜 1限 )
○補 ○総 ○ラ 中級「文法・読解B」(木曜 2限 )
○教 外国語科目「日本語リテラシーⅠ」
                         (月曜3限)
○ラ 中級「特別指導B1」(木曜 4限 )



















○補 「生活日本語A1ａ」(火曜 2限 )
○ラ 中級「特別指導B1」(木曜 4限 )
○研 中級「特別指導A1」(木曜 4限 )
○教 総合科目系「日本事情 /自然社会」
                      ( 火曜 5限 )






○研 初級「特別指導A1」(水曜 4限 )
○総 ○補 ○ラ 中級「漢字B1」(月曜 4限 )
○総 ○補 ○ラ 中級「プレゼンテーションB1」
　　　　　　　　　 　　　(火曜 4限 )
○ラ 中級「特別指導B1」
              ( 月曜 ５限 ，木曜 ４限 )
○総 ○補 上級「表現技術C1」(月曜 2限 ) 
○総 ○補 上級「文法C1」(木曜 2限 )
○総 ○補 上級「漢字C1」(月曜 3限 )
○教 外国語科目「日本語Ｂ」(木曜 3限 )
○総○補 中級「作文B2」(木曜 3限 )
○総○補 中級「漢字B2」(月曜 3限 ) 
○総○補 上級「表現技術C2」(月曜 2限 )
○総○補 上級「文法C2」(木曜 2限 ) 
○総○補 上級「漢字Ｃ 2」(月曜 4限 )
○教総合科目系「日本事情／芸術文化」
                       ( 火曜 5限 )
田中 信之
○補 初級「文法A1」(木曜 1限 )
○補 初級「文法A1」(木曜 2限 )
○研 初級「特別指導A1」(水曜 4限 )
○総 ○補 ○ラ 中級「聴解・会話B1」(火曜 3限 )
○ラ 中級「特別指導B1」(火曜 5限 )
○総 ○補 ○ラ 中級「作文B1」(金曜 3限 )
○総 ○補 上級「読解C1b」( 木曜 4限 )
○教 外国語系「日本語コミュニケーションⅠ」
                        ( 火曜 4限 )
○補 初級「文法A2」(火曜 1限 )
○補 初級「文法A2」(火曜 2限 )
○補 初級「文法A2」(金曜 1限 )
○補 初級「文法A2」(金曜 2限 )
○総○補 上級「読解C2b」( 木曜 4限 )
○補 外国語系「日本語コミュニケーションⅡ」
                         (火曜4限)
小木曽　左枝子
○補 初級「生活日本語A1b」( 木曜 2限 )
○補 初級「漢字A1」(月曜 3限 )
○研 初級「特別指導A1」(水曜 4限 )
○総 ○補 ○ラ 中級「文法B1」(月曜 1限 )
○総 ○補 ○ラ 中級「文法B1」(月曜 2限 )
○ラ 中級「異文化間コミュニケーションB1」
                        ( 木曜 3限 )
○ラ 中級「特別指導Ｂ 1」(火曜 5限 )
○教 外国語系「日本語コミュニケーションⅠ」
                               ( 火曜 4限 )
○オ オルレアン大学「日本語」（集中）
○英 短期留学プログラム事前英語研修
　　　　　　　　　         （集中）
○補 初級「漢字A2」(木曜 3限 )







　　　　　　　　　 (講義 )（水曜 4限）
○英短期留学プログラム事前英語研修























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   富山大学国際機構規則 
 
平成 30年３月 27日制定 
                                                          令和 元 年９月 27日改正 
 
   第１章 総則 
 
 （趣旨） 

































2018 年 5 月 1 日現在
正規生 非正規生 合計
国費 県費 外国政府 私費 小計 国費 県費 私費 小計 計
学部
人文学部 8 8 2 3 12 17 25
人間発達科学部 1 1 2 2 2 4 6
経済学部 3 6 9 11 11 20
理学部 3 3 3
医学部 1 1 1
薬学部
工学部 18 20 38 7 7 45
芸術文化学部 4 4 4
都市デザイン学部 2 2 2
小計 0 0 22 44 66 4 3 33 40 106
大学院　
（修士・博士前期）
人文科学研究科 5 5 2 3 7
人間発達科学研究科 1 1 1 1 2
経済学研究科 1 34 35 5 5 40
医学薬学教育部 1 2 17 20 20
理工学教育部（理学系） 8 8 8
理工学教育部（工学系） 2 29 31 2 2 33
芸術文化学研究科 3 3 1 1 4
小計 2 4 0 97 103 0 0 11 11 114
大学院
（博士・博士後期）
医学薬学教育部 5 　 26 31 1 1 31
生命融合科学教育部（五福） 3 3 6 6
生命融合科学教育部（杉谷） 1 12 13 　 13
理工学教育部（理学系） 2 2 1　 1 3
理工学教育部（工学系） 1 29 30 2 2 32
小計 10 0 0 72 82 1 0 2 3 85
国際機構 1 1
和漢医薬学総合研究所 1 1
合　計 12 4 22 213 251 7 3 46 56 307
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   各学部が開設する英語関連の授業科目は除く）に関すること。 
 （３）本学職員の英語能力の強化に関すること。 
 （４）前各号に掲げるもののほか，機構の目的を達成するために必要な業務に関する 
   こと。 
４ 前各項に掲げるもののほか，部門に関し必要な事項は，別に定める。 
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第 11条 副部門長は，部門の運営に当たり部門長を補佐する。 



























   第４章 会議 
 
 （機構運営会議） 



































   第４章 会議 
 
 （機構運営会議） 



















 （４）学部から選出された教員 各１人 
 （５）教養教育院から選出された教員 １人 
 （６）大学院生命融合科学教育部担当から選出された教員 １人 
 （７）和漢医薬学総合研究所から選出された教員 １人 
 （８）附属病院から選出された教員 １人 
 （９）国際部の部長及び課長 
 （10）その他機構長が必要と認めた者 
２ 前項第４号から第８号まで及び第 10号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。 








第 18条 機構運営会議は，委員の過半数の出席により成立し，議事は出席者の過半数を 
 もって決する。ただし，可否同数のときは，議長がこれを決する。 
２ 前項の規定にかかわらず，第 15条第１項第２号の事項を審議する会議は，委員の３分 
 の２以上が出席しなければ開会できない。議事は，出席者の３分の２以上をもって決す 
 る。 
３ 第 16条第１項第２号から第８号及び第 10号の委員のうち教授を除く委員並びに同条 
 同項第９号の委員は，第 15条第１項第２号の審議には加わらない。 
 
 （意見の聴取） 
第 19条 機構運営会議が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求めて意見を聴くこ 
 とができる。 
 








第 21条 機構の事務は，国際部において処理する。 
 
   附 則 
１ この規則は，平成 30年４月１日から施行する。 
２ この規則の施行後，最初に選出される第 16 条第１項第４号から第８号までの委員の 
うち人文学部，経済学部，医学薬学研究部の医学系，理工学研究部の工学系，大学院生
命融合科学教育部担当及び附属病院から選出された委員の任期は，同条第２項の規定に
かかわらず，平成 31年３月 31日までとする。 
   附 則 
１ この規則は，令和元年 10月 1日から施行する。 
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